
（様式１）

■ （■ 任意プログラムあり　）

□ （□ 任意プログラムあり　）

文化庁長官　殿

 １．事業名

 ２．事業期間

 ３．補助金交付要望額 円

（時間外連絡先）

E-mail

■ □

                 三丁目毘沙門町43-3

令和３年度

アーティスト・イン・レジデンス活動支援を通じた国際文化交流促進事業　【補助金交付要望書】

令和3年1月20日

住所 〒605-8505　京都市東山区東大路通松原上る

拠点的事業支援

小規模等事業支援

標記補助金の交付を受けたいので，補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律(昭和30年法律
第179号)第5条の規定により，下記のとおり応募します。

記

6,000,000

文化庁AIR2021

令和3年4月1日　～　　令和4年3月31日

団体名 文化庁

代表者職・氏名 長官　宮田　亮平

FAX 075-561-3511 kurashi@mext.go.jp

【担当者連絡先】

（ふりがな） ○○　○○

担当者所属 暮らしの文化アートグループ
担当者氏名 ○○　○○

住所
〒605-8505　京都市東山区東大路通松原上る三丁目　毘沙門町43-3

電話 075-330-6731 090-××××-××××

確認事項

必ずどちらかにチェックを入れてください↓

消費税等仕入れ控除税額の取扱い 課税事業者　　
免税事業者及び
簡易課税事業者
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【２－１．AIR事業の目的及び内容（全体）】

③AIR事業の全体概要（補助対象外事業を含む）

中長期的な団体としての展望とAIR事業の趣旨，目的

①ＡＩＲ事業名

文化庁AIR2021

団体ウェブサイト  https://www.mext.go.jp/

事業成果アーカイブ  https://www.mext.go.jp/archive/

②AIR団体等との連携実績及び予定

別紙１のとおり

【団体における中長期的な展望】
（貴団体の創設理由，団体の実施事業の大きな目標とその実現のための展望）

【AIR事業の趣旨，目的】
（AIR事業を実施することで実現しようとする団体の目標，AIR事業がその目標実現にどのように資するのか）
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AIR事業の全体構成

団体の目的

施設管理業務 （収益 ○万円）
○○市が所有する施設「○○」の指定管理者として管理運営業務を行って

いる。

【施設運営目的】

・地域における文化芸術のハブ

・地域における世界との玄関口

AIR事業 （収益 ○万円）
・芸術家負担によるAIR事業

滞在費，創作活動に係る費用を芸

術家本人が負担するAIR事業

・芸術家派遣国が出資するAIR事業

芸術家の派遣国のスカラシップ制

度などの活用を支援し，派遣国に

事業費を出資させるAIR事業

・公募型AIR事業（必須Ⅰ）

AIR団体が事業費を負担するAIR

事業

・新興AIR団体支援事業（必須Ⅱ）

新興AIR団体と共同でAIR事業を

実施し、AIR運営のノウハウを提供

・AIRネットワーク構築事業（必須Ⅱ）

国内のAIR実施団体と勉強会や，
シンポジウムを実施

教育事業 （収益 ○万円）
・若手人材育成

学生，卒業生の

①AIRプログラムへの招へい（必須Ⅰ）

（日本人滞在芸術家）

②AIR運営に係るインターン受入（必須

Ⅱ）

・地元芸術家育成

地元芸術家と滞在外国人芸術家の交

流の機会の創出

地域文化事業 （収益 ○万円）
・文化芸術事業

地域住民を対象とした文化交流事業

（ワークショップ等）

AIR事業の成果発表会，作品の展示

（任意ウ）

・地域の芸術関連イベントの運営

毎年開催している○○芸術祭の運

営

下線が補助事業

【連携】

・○○美術大学

・○○市

【連携】

・○○市

・○○商店街

【ターゲットと目的】

・若手芸術家，キュレーターを支援し，
国内芸術界の持続的な振興を図る。

・地域の芸術家を支援し，地域の文

化芸術力の底上げを図るとともに，
身近な芸術に触れる機会を創出して

いく。

【ターゲットと目的】

・芸術家負担のAIR事業により，
一部AIR事業を収益化するととも

に，多くの芸術家が交わる拠点

となることで，施設を利用する国

内外の芸術家，芸術に関心のあ

る住民の交流を生み出す。

・新たなAIR団体の支援や，既存

団体との交流により，日本のAIR

ネットワークを強化し，国際文化

交流の更なる発展を目指す。

【ターゲットと目的】
・イベントや交流事業を市との

連携のもとで実施し，芸術に関

心の低い層も含めた地域住民

と施設利用芸術家の交流を生

み出す。

・AIR事業により制作された作品

を地元商店街や芸術祭で展示

し，多くの人が芸術に触れる機

会を創出する。

実施事業
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（AIR事業を実施することにより期待する具体的な効果と戦略について，以下の観点を踏まえて記載）

＜拠点的事業支援，小規模等事業支援　共通＞
・海外のＡＩＲ実施団体との協力関係を構築する意欲があり，それに見合う事業の目的，内容となっているか。また，新た
な国・地域のＡＩＲ実施団体，新たな芸術家等との交流促進等，事業の実施による世界的なネットワークの広がりが期待で
きるか。
・国内外の芸術家等による双方向の国際文化交流促進が図られているか。
・文化芸術振興の観点を踏まえ，プログラムに参加する芸術家や，AIR実施団体のスタッフの人材育成・キャリア形成に資
する事業内容となっているか。
・応募団体の中長期的な展望や事業趣旨，目的に沿った事業内容であり，本事業を実施することによる効果が見込まれ
るか。
・地域創生の観点を踏まえ，地域を巻き込んだ国際文化交流促進が図られているか。
・プログラム／プロジェクトディレクター，コーディネーター，応募する芸術分野や招へい・滞在芸術家等に係る専門分野ス
タッフ等の配置が適切になされているか。また，継続的に事業が実施できる組織体制となっているか。
・招へい・滞在芸術家等の選考，支援内容，終了後のフォローアップ方法など，事業終了後の効果が見込まれる事業内
容となっているか。
・継続的な事業実施のために，地方自治体や民間団体等との連携や外部資金の獲得努力がみられるか。
・事業実施に係る経費の積算は妥当であるか。

＜拠点的事業支援　のみ＞
・AIR活動の連携促進を図るプログラムにおいて，幅広い参加者が得られるような工夫がなされ，専門人材の育成や運営
ノウハウ等の情報共有といった小規模なＡＩＲ事業等への支援に資する事業内容となっているか。

④AIR事業の効果

AIR事業を実施することにより期待する効果，期待する効果を得るために達成するべきこと
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【２－２．補助事業の目的及び内容（必須プログラム）】
（ⅰ）海外のＡＩＲ実施団体と交換プログラムを実施，計画進行中もしくは計画を構想している国内のＡＩＲ実施 団体が，

　 外国人芸術家を招へいし，国内芸術家等との交流を通した滞在型の創作活動を支援するＡＩＲプログラム

補助事業の内容

①補助事業の概要

補助事業の趣旨，目的

（必須プログラム(i)の実施趣旨，目的）

本事業で招へいし滞在創作活動を行う外国人芸術家について

プログラム／プロジェクトディレクター，コーディネーター名（略歴を別添すること）

　プログラム全般：○○○○／ディレクター，○○○○／プロジェクトマネージャー
　①②③交換・連携プログラム：○○○○／コーディネーター，○○○○／コーディネーター
　④公募プログラム：○○○○　／コーディネーター

（公募プログラム，交換プログラムなど，外国人芸術家を招へいする必須プログラム（i）の具体的な実施予定内容）
（国内芸術家を同時滞在させる場合は，招へいする外国人芸術家との関わりを含めた狙いを記載）

招へい者数(合計) 　５人
《うち交換プログラムとして招へいする人数》

　２人

招へい者情報
別紙２-１のとおり

※未定の場合は予定している情報のみを記載ください。
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■ 公募 　招へい者No.（　　　　　４，５　　　　　　　）

■ 公募

その他
（選考方法を記

載）

　招へい者No.（　　　　１，２，３　　　　　　　　　　）

招へい期間終了後
の招へい者へのフォ
ローアップ方法

滞在者情報 別紙２－２のとおり

  滞在者No.（　　　　　　１，２　　　　　　　　　　　）

滞在者No.（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

滞在者の選考方法
□

その他
（選考方法を

記載）

滞在者の応募条件

滞在人数（合計） ２人

１） プログラム参加期間中の成果をとりまとめ，活動記録をWEBや作品集において発信する。
２） 滞在創作活動に関連したその後の展開（公演，展覧会，ワークショップ等）について支援す
る。
３） 定期的な近況確認を行い，状況に応じたフォロー（キャリア支援など）を継続的に行う。

招へい者への支援
内容（交換プログラ
ムによる招へいの場
合は相手団体が負
担する経費も記載）

【①②交換プログラム】
（派遣元負担分）
１）　渡航費
２）　作品発表等に係る人的支援

（派遣先負担分）【当団体】
１）　国内交通費
２）　滞在場所及び活動場所
３）　創作活動費（調査費用，材料費など最大１５万円／人（組））
４）　滞在制作サポート（作品制作に係る関係機関との調整，通訳翻訳，制作協力者の手配など）

【③連携プログラム，④公募プログラム】
１）　渡航費
２）　国内交通費
３）　滞在場所及び活動場所
４）　創作活動費（調査費用，材料費など最大１５万円／人（組））
５）　滞在制作サポート（作品制作に係る関係機関との調整，通訳翻訳，制作協力者の手配など）

招へい外国人芸術家の滞在期間と同時期に滞在・交流し滞在創作活動を行う日本人芸術家について
（補助事業として実施する場合のみ記載）

招へい者の応募
条件

１）　日本国以外の国籍を有し，海外での活動を主としていること。
２）　他の芸術家等と交流するのに十分な英語力を有していること。
３）　地域住民や地域で活動する芸術家，他の滞在芸術家と良好な関係を構築し，交流できるこ
と。
４）　当団体が主催するワークショップ等のイベントに参加できること。
５）　離日後一年以内に，何らかの方法で日本での滞在成果を発表すること。

交換・連携プログラムにおいては，事前に連携団体と選考基準や滞在条
件等を共有のうえ，連携団体が選考，推薦した芸術家を招へいする。招へい者の選考

方法 ■

１）　地域にゆかりがあること。
２）　他の芸術家等と交流するのに十分な英語力を有していること。
３）　過去に海外で創作活動，展示などをした経験があること。
４）　当団体が主催するワークショップ等のイベントに参加できること。
５）　離日後一年以内に，何らかの方法で滞在成果を発表すること。
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（ⅱ）　＜①拠点的事業支援のみ＞

滞在期間終了後の
滞在者へのフォロー
アップ方法

１） プログラム参加期間中の成果をとりまとめ，活動記録をWEBや作品集において発信する。
２） 滞在創作活動に関連したその後の展開（公演，展覧会，ワークショップ等）について支援す
る。
３） 定期的な近況確認を行い，状況に応じたフォロー（キャリア支援など）を継続的に行う。

滞在者への支援
内容

１）　国内交通費
２）　滞在場所及び活動場所
３）　創作活動費（調査費用，材料費など最大１５万円／人（組））
４）　滞在制作サポート（作品制作に係る関係機関との調整，通訳翻訳，制作協力者の手配など

　国内外のＡＩＲ実施団体，アート関連団体，文化施設，教育機関，国内の自治体，企業等と連携してＡＩＲ活動の運営に
携わる専門人材の育成，運営ノウハウ等の情報共有機会を提供し，小規模なＡＩＲ事業等の支援をはじめとしたＡＩＲ活
動の連携促進を図るプログラム

（新規AIR実施団体のスタートアップ支援，AIR人材の育成プログラムなど，必須プログラム（ii）の具体的な実施予定内容）

助言・支援を受ける連携団体

別紙１のとおり

（必須プログラム(ii)の実施趣旨，目的）

補助事業の内容（連携団体の名称，役割を記載すること。また，幅広い参加者が得られるような工夫があれ
ば，記載すること。）

②補助事業の趣旨，目的

■　専門人材育成 ■　情報共有機会 （複数チェック可）
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必須プログラム（i）（ⅱ）共通

④必須プログラムを実施することにより期待する成果，期待する効果を得るために達成するべきこと
（海外のＡＩＲ実施団体との双方向交流や日本人芸術家の海外派遣の萌芽，拠点的事業支援については，小
規模なＡＩＲ事業等の支援をはじめとしたＡＩＲ活動の促進等を含め，具体的に記載）

（実施プログラムごとに期待する具体的な効果と戦略について，以下の観点を踏まえて記載）

＜拠点的事業支援，小規模等事業支援　共通＞
・海外のＡＩＲ実施団体との協力関係を構築する意欲があり，それに見合う事業の目的，内容となっているか。また，新た
な国・地域のＡＩＲ実施団体，新たな芸術家等との交流促進等，事業の実施による世界的なネットワークの広がりが期待で
きるか。
・国内外の芸術家等による双方向の国際文化交流促進が図られているか。
・芸術振興の観点を踏まえ，プログラムに参加する芸術家や，AIR実施団体のスタッフの人材育成・キャリア形成に資する
事業内容となっているか。
・応募団体の中長期的な展望や事業趣旨，目的に沿った事業内容であり，本事業を実施することによる効果が見込まれ
るか。
・地域創生の観点を踏まえ，地域を巻き込んだ国際文化交流促進が図られているか。
・プログラム／プロジェクトディレクター，コーディネーター，応募する芸術分野や招へい・滞在芸術家等に係る専門分野ス
タッフ等の配置が適切になされているか。また，継続的に事業が実施できる組織体制となっているか。
・招へい・滞在芸術家等の選考，支援内容，終了後のフォローアップ方法など，事業終了後の効果が見込まれる事業内
容となっているか。
・継続的な事業実施のために，地方自治体や民間団体等との連携や外部資金の獲得努力がみられるか。
・事業実施に係る経費の積算は妥当であるか。

＜拠点的事業支援　のみ＞
・AIR活動の連携促進を図るプログラムにおいて，幅広い参加者が得られるような工夫がなされ，専門人材の育成や運営
ノウハウ等の情報共有といった小規模なＡＩＲ事業等の支援の観点からどうか。

③ＡＩＲ事業の活動内容・成果に関する情報発信の方法
・公式ウェブサイトやSNS，四半期ごとに発行している機関紙などにより，進捗状況や成果発表などのプログラ
ム関連情報を随時発信する。
・活動記録をデータアーカイブ化するとともに，記録集を紙冊子でも作成，無償配布する。
・オンラインプログラム等動画での公開が可能な事業はインターネット上で公開する。
・各事業参加者からは，インタビュー及びアンケートにより，体験談を聴取し，公式ウェブサイトで発信する。
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全プログラム共通（必須プログラム及び任意プログラム）

（複数チェック可）

⑤感染症の拡大による国際的な渡航制限などにより，計画の変更，中止が必要となった場合の考え方

（渡航制限等により，計画どおり事業が実施できないこととなった場合の基本的な方針）
（本要望書に記載するすべてのプログラムにおける個別の変更予定（中止の場合は不要））

□ 事業中止 □　実施時期や手法を変更して実施
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【２－３．補助事業の目的及び内容（任意プログラム）】

㋐．

㋑．

㋒．

エ．

■ 公募 　招へい者No.（　　　　　　　６　　　　　　　　　　　　　）

招へい者の応募
条件

１）　日本国以外の国籍を有し，海外での活動を主としていること。
２）　他の芸術家等と交流するのに十分な英語力を有していること。
３）　他の滞在芸術家と良好な関係を構築し，交流できること。
４）　国際展におけるディレクター職の経験があること。
５）　AIR事業に対して関心のあること。
６）　成果報告会において，滞在成果を発表すること。

招へい者への支援
内容（交換プログラ
ムによる招へいの場
合は相手団体が負
担する経費も記載）

１）　渡航費
２）　国内交通費
３）　滞在場所及び活動場所
４）　創作活動費（調査費用，材料費など最大１５万円／人（組））
５）　研究・調査サポート（調査に係る関係機関との調整，通訳翻訳，調査協力者の手配など）

ア．外国人研究者・学芸員を招へいして行う滞在型の研究・調査活動支援

下記のうち，実施する事業に○をつけ，該当する様式を記載してください。
（複数選択可。ただし，（エ）は「小規模等事業支援」のみ）

外国人研究者・学芸員を招へいして行う滞在型の研究・調査活動支援
　　【外国人研究者・学芸員を招へいし，滞在中に国内の芸術家等との交流する機会を提供
　　  することにより，我が国の文化芸術についての研究，調査活動を支援するプログラム】

交換プログラム活動支援
　　【海外のＡＩＲ実施団体との交換プログラム活動を相手国において実施するための支援
　　 プログラム】

ＡＩＲ活動の理解促進プログラム
　　【国内外芸術家，研究者・学芸員が広く一般の方を対象として実施する滞在制作作品発表
　　 （小規模な展示会や演奏会），講演会，セミナー，ワークショップ，シンポジウム，制作過程
　　　の公開等のプログラム】

ＡＩＲ活動の連携促進プログラム
　　【国内外のＡＩＲ実施団体，アート関連団体，文化施設，教育機関，国内の自治体，企業と
　　 連携して実施するＡＩＲ活動の運営に携わる専門人材の育成，運営ノウハウ等の情報共
     有機会の提供に関するプログラム】

①補助事業の概要

補助事業の内容（事業全体の内容のほか，国内の芸術家等との交流内容については必ず記載すること）

（外国人研究者・学芸員を招へいする任意プログラム（ア）の具体的な実施予定内容）
（国内芸術家を同時滞在させる場合は，招へいする外国人研究者・学芸員との関わりを含めた狙いを記載）

プログラム／プロジェクトディレクター，コーディネーター名（略歴を別添すること）

※必須プログラムと異なる場合は記載

招へい者数 １人
《うち交換プログラムとして招へいする人数》

人

招へい者情報 別紙２－１のとおり

招へい者の選考
方法 □

その他
（選考方法を記

載）

　招へい者No.（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



様式2‐3

　　

■ 公募 　派遣者No.（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）１，２

招へい期間終了後
の招へい者へのフォ
ローアップ方法

１） 成果発表の内容をWEB等において発信する。
２） プログラムへの参加に関連したその後の展開（公演，ワークショップ等）について支援する。

派遣者情報 別紙２－３のとおり

派遣者の選考
方法 □

その他
（選考方法を記載）

　派遣者No.（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

派遣人数 ２人

（AIR事業を実施することにより期待する具体的な効果とその戦略について，以下の観点を踏まえて記載）

＜拠点的事業支援，小規模等事業支援　共通＞
・海外のＡＩＲ実施団体との協力関係を構築する意欲があり，それに見合う事業の目的，内容となっているか。また，新たな
国・地域のＡＩＲ実施団体，新たな芸術家等との交流促進等，事業の実施による世界的なネットワークの広がりが期待でき
るか。
・国内外の芸術家等による双方向の国際文化交流促進が図られているか。
・芸術振興の観点を踏まえ，プログラムに参加する芸術家や，AIR実施団体のスタッフの人材育成・キャリア形成に資する
事業内容となっているか。
・応募団体の中長期的な展望や事業趣旨，目的に沿った事業内容であり，本事業を実施することによる効果が見込まれる
か。
・地域創生の観点を踏まえ，地域を巻き込んだ国際文化交流促進が図られているか。
・プログラム／プロジェクトディレクター，コーディネーター，応募する芸術分野や招へい・滞在芸術家等に係る専門分野ス
タッフ等の配置が適切になされているか。また，継続的に事業が実施できる組織体制となっているか。
・招へい・滞在芸術家等の選考，支援内容，終了後のフォローアップ方法など，事業終了後の効果が見込まれる事業内容
となっているか。
・継続的な事業実施のために，地方自治体や民間団体等との連携や外部資金の獲得努力がみられるか。
・事業実施に係る経費の積算は妥当であるか。

＜拠点的事業支援　のみ＞
・AIR活動の連携促進を図るプログラムにおいて，幅広い参加者が得られるような工夫がなされ，専門人材の育成や運営ノ
ウハウ等の情報共有といった小規模なＡＩＲ事業等の支援の観点からどうか。

②任意プログラム（ア）を実施することにより期待する効果，期待する効果を得るために達成すべきこと
（海外のＡＩＲ実施団体との双方向交流や日本人芸術家，学芸員・研究者の海外派遣の萌芽等を含め，具体的
に記載）

（交換プログラム活動支援を行う任意プログラム（イ）の具体的な実施予定内容）

①補助事業の概要

補助事業の内容

イ．交換プログラム活動支援



様式2‐3

（AIR事業を実施することにより期待する具体的な効果とその戦略について，以下の観点を踏まえて記載）

＜拠点的事業支援，小規模等事業支援　共通＞
・海外のＡＩＲ実施団体との協力関係を構築する意欲があり，それに見合う事業の目的，内容となっているか。また，新たな
国・地域のＡＩＲ実施団体，新たな芸術家等との交流促進等，事業の実施による世界的なネットワークの広がりが期待でき
るか。
・国内外の芸術家等による双方向の国際文化交流促進が図られているか。
・芸術振興の観点を踏まえ，プログラムに参加する芸術家や，AIR実施団体のスタッフの人材育成・キャリア形成に資する
事業内容となっているか。
・応募団体の中長期的な展望や事業趣旨，目的に沿った事業内容であり，本事業を実施することによる効果が見込まれる
か。
・地域創生の観点を踏まえ，地域を巻き込んだ国際文化交流促進が図られているか。
・プログラム／プロジェクトディレクター，コーディネーター，応募する芸術分野や招へい・滞在芸術家等に係る専門分野ス
タッフ等の配置が適切になされているか。また，継続的に事業が実施できる組織体制となっているか。
・招へい・滞在芸術家等の選考，支援内容，終了後のフォローアップ方法など，事業終了後の効果が見込まれる事業内容
となっているか。
・継続的な事業実施のために，地方自治体や民間団体等との連携や外部資金の獲得努力がみられるか。
・事業実施に係る経費の積算は妥当であるか。

＜拠点的事業支援　のみ＞
・AIR活動の連携促進を図るプログラムにおいて，幅広い参加者が得られるような工夫がなされ，専門人材の育成や運営ノ
ウハウ等の情報共有といった小規模なＡＩＲ事業等の支援の観点からどうか。

②任意プログラム（イ）を実施することにより期待する効果，期待する効果を得るために達成すべきこと

（派遣先団体）
１） プログラム参加期間中の成果をとりまとめ，活動記録をWEBや作品集において発信する。
２） 滞在創作活動に関連したその後の展開（公演，展覧会，ワークショップ等）について支援する。
（派遣先団体，派遣元団体）
３） 定期的な近況確認を行い，状況に応じたフォロー（キャリア支援など）を継続的に行う。

派遣者の応募
条件

１）　日本国籍を有し，日本での活動を主としていること。
２）　他の芸術家等と交流するのに十分な英語力を有していること。
３）　地域住民や地域で活動する芸術家，他の滞在芸術家と良好な関係を構築し，交流できるこ
と。
４）　応募時点において，評価が確立していないこと。
５）　離日後一年以内に，何らかの方法で日本での滞在成果を発表すること。

派遣者への支援
内容（交換プログラ
ムによる派遣の場合
は相手団体が負担
する経費も記載）

（派遣元負担分）【当団体】
１）　渡航費
２）　作品発表等に係る人的支援

（派遣先負担分）
１）　国内交通費
２）　滞在場所及び活動場所
３）　創作活動費（調査費用，材料費など最大１５万円／人（組））
４）　滞在制作サポート（作品制作に係る関係機関との調整，通訳翻訳，制作協力者の手配など）

派遣期間終了後の
派遣者へのフォロー
アップ方法
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（滞在芸術家の成果発表等を行う任意プログラム（ウ）の具体的な実施予定内容）
（イベント等を実施する場合は，そのイベントごとに形態や期間・日数，集客ターゲット，参加者見込み数，内容，周知手段
等）

（滞在芸術家の成果発表等を行う任意プログラム（ウ）の趣旨，目的）

補助事業の内容

②任意プログラム（ウ）を実施することにより期待する効果，期待する効果を得るために達成すべきこと

（AIR事業を実施することにより期待する具体的な効果とその戦略について，以下の観点を踏まえて記載）

＜拠点的事業支援，小規模等事業支援　共通＞
・海外のＡＩＲ実施団体との協力関係を構築する意欲があり，それに見合う事業の目的，内容となっているか。また，新たな
国・地域のＡＩＲ実施団体，新たな芸術家等との交流促進等，事業の実施による世界的なネットワークの広がりが期待でき
るか。
・国内外の芸術家等による双方向の国際文化交流促進が図られているか。
・芸術振興の観点を踏まえ，プログラムに参加する芸術家や，AIR実施団体のスタッフの人材育成・キャリア形成に資する
事業内容となっているか。
・応募団体の中長期的な展望や事業趣旨，目的に沿った事業内容であり，本事業を実施することによる効果が見込まれる
か。
・地域創生の観点を踏まえ，地域を巻き込んだ国際文化交流促進が図られているか。
・プログラム／プロジェクトディレクター，コーディネーター，応募する芸術分野や招へい・滞在芸術家等に係る専門分野ス
タッフ等の配置が適切になされているか。また，継続的に事業が実施できる組織体制となっているか。
・招へい・滞在芸術家等の選考，支援内容，終了後のフォローアップ方法など，事業終了後の効果が見込まれる事業内容
となっているか。
・継続的な事業実施のために，地方自治体や民間団体等との連携や外部資金の獲得努力がみられるか。
・事業実施に係る経費の積算は妥当であるか。

＜拠点的事業支援　のみ＞
・AIR活動の連携促進を図るプログラムにおいて，幅広い参加者が得られるような工夫がなされ，専門人材の育成や運営ノ
ウハウ等の情報共有といった小規模なＡＩＲ事業等の支援の観点からどうか。

ウ．ＡＩＲ活動の理解促進プログラム

①補助事業の概要

補助事業の趣旨，目的
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（国内外のＡＩＲ実施団体等と連携して実施するＡＩＲ活動の運営に携わる専門人材の育成，運営ノウハウ等の情報共有機
会の提供を行う任意プログラム（エ）の具体的な実施予定内容）

補助事業の内容（事業全体の内容のほか，連携する関係団体名，各団体の役割を記載すること）

（勉強会やシンポジウム，AIR人材の育成プログラムなど，具体的な実施予定内容）

□　専門人材育成 □　情報共有機会 （複数チェック可）

（AIR事業を実施することにより期待する具体的な効果とその戦略について，以下の観点を踏まえて記載）

＜拠点的事業支援，小規模等事業支援　共通＞
・海外のＡＩＲ実施団体との協力関係を構築する意欲があり，それに見合う事業の目的，内容となっているか。また，新たな
国・地域のＡＩＲ実施団体，新たな芸術家等との交流促進等，事業の実施による世界的なネットワークの広がりが期待でき
るか。
・国内外の芸術家等による双方向の国際文化交流促進が図られているか。
・芸術振興の観点を踏まえ，プログラムに参加する芸術家や，AIR実施団体のスタッフの人材育成・キャリア形成に資する
事業内容となっているか。
・応募団体の中長期的な展望や事業趣旨，目的に沿った事業内容であり，本事業を実施することによる効果が見込まれる
か。
・地域創生の観点を踏まえ，地域を巻き込んだ国際文化交流促進が図られているか。
・プログラム／プロジェクトディレクター，コーディネーター，応募する芸術分野や招へい・滞在芸術家等に係る専門分野ス
タッフ等の配置が適切になされているか。また，継続的に事業が実施できる組織体制となっているか。
・招へい・滞在芸術家等の選考，支援内容，終了後のフォローアップ方法など，事業終了後の効果が見込まれる事業内容
となっているか。
・継続的な事業実施のために，地方自治体や民間団体等との連携や外部資金の獲得努力がみられるか。
・事業実施に係る経費の積算は妥当であるか。

②任意プログラム（エ）を実施することにより期待する効果，期待する効果を得るために達成すべきこと

エ．ＡＩＲ活動の連携促進プログラム（「小規模等事業支援」のみ）

①補助事業の概要

補助事業の趣旨，目的



（収入） （単位：円）

予定額 備考

792,270

500,000

500,000

500,000

500,000

0

0

1,000,000

6,000,000

7,792,270

（支出）

7,792,270 円

うち

文化庁から交付を受けようとする補助金の額（ハ）

収入の「総額（イ＋ロ＋ハ）　」

【その他収入】

　　　　　　　　うち（入場料収入等）

小計（ロ）

区   分

申請者自己負担額（イ）

収
入

【補助金・助成金】

【寄附金・協賛金】

                うち国(文化庁以外)

                うち○○市

                うち○○文化財団

【広告料】

                うち助成財団等

                うち（団体名を記載）

支出の「総額（A3＋B）」
※収入の「総額（イ＋ロ＋ハ）」と支出の「総額（A3＋B）」は同額となること。

（単位：円）

　補助対象経費合計  Ａ３ ※消費税等仕入控除前
7,767,270円

　消費税等仕入控除税額計 Ｃ
571,567円

　補助対象経費計 D
 ※課税業者は税額を控除する（A3）-（C），免税事業者及び簡易
課税事業者は（A３） 7,195,703円

　補助対象外経費計 B
25,000円



（支出） （単位：円）

区分 細目 必須プログラム（i） 必須プログラム（ii） 任意プログラム（ア） 任意プログラム（イ） 任意プログラム（ウ） 任意プログラム（エ） 決算額合計

国際航空賃 260,000 200,000 250,000 430,000 340,000 0 1,480,000

国内交通費 78,420 315,040 165,870 11,320 132,720 0 703,370

滞在費 0 80,000 40,000 0 80,000 0 200,000

会場費 0 0 0 0 0 0 0

創作活動費 900,000 720,000 150,000 0 0 0 1,770,000

文芸費 3,300,000 0 0 0 0 0 3,300,000

出演料 0 0 0 0 0

音楽費 0 0 0 0 0

舞台費 0 0 0 0 0

上映費 0 0 0 0 0

作品借料 0 0 0 0 0

謝金 0 67,400 0 0 86,500 0 153,900

宣伝費 0 0 0 0 0 0 0

印刷費 0 0 0 0 30,000 0 30,000

運搬費 0 0 0 0 0 0 0

諸経費 40,000 30,000 0 0 60,000 0 130,000

その他 0 0 0 0 0 0 0

4,578,420 1,412,440 605,870 441,320 729,220 0 7,767,270

392,583 110,221 32,351 1,029 35,383 0 571,567

4,185,837 1,302,219 573,519 440,291 693,837 0 7,195,703

国際航空賃 0 0 0 0 0 0 0

国内交通費 0 0 0 0 0 0 0

滞在費 0 0 0 0 0 0 0

会場費 0 0 0 0 0 0 0

創作活動費 0 0 0 0 0 0 0

文芸費 0 0 0 0 0 0 0

出演料 0 0 0 0 0

音楽費 0 0 0 0 0

舞台費 0 0 0 0 0

上映費 0 0 0 0 0

作品借料 0 0 0 0 0

謝金 0 0 0 0 0 0 0

宣伝費 0 0 0 0 0 0 0

印刷費 0 0 0 0 0 0 0

運搬費 0 0 0 0 0 0 0

諸経費 0 0 0 0 0 0 0

その他 25,000 0 0 0 0 0 25,000

25,000 0 0 0 0 0 25,000

4,603,420 1,412,440 605,870 441,320 729,220 0 7,792,270

会場費・創作活動費
文芸費

合   計（F）

謝金・宣伝費・印刷費等

旅費

謝金・宣伝費・印刷費等

小   計（Ｃ）

補
助
対
象
外
経
費

小   計（Ｃ）

消費税及び地方消費税に
係る仕入控除税額

補助対象経費計（Ｄ）

補
助
対
象
経
費

旅費

諸経費

諸経費

会場費・創作活動費
文芸費



【 内訳書 】 文化庁

補助対象外経費計

25,000

消費税等仕入控除税額

392,583

（支出の部） 260000 （単位：円）

区分 細目 支出先 内　　訳 （単価） × （数量） （単位） × （数量） （単位） ＝ (金額)
補助

対象外
課税

対象外

旅費 国際航空賃 ③○○○○ 航空運賃（明洞～京都）往復 50,000 1 名 1 式 50,000 ○

旅費 国際航空賃 ④○○○○ 航空運賃（メキシコシティ～京都）往復 160,000 1 名 1 式 160,000 ○

旅費 国際航空賃 ①○○○○ 航空運賃（ホーチミン～京都）往復 50,000 1 名 1 式 50,000 ○

旅費 国内交通費 ①○○○○ リムジンバス運賃（関空～京都）往復 5,660 1 名 1 式 5,660

旅費 国内交通費 ①○○○○ 鉄道運賃（京都～東京）往復 27,760 1 名 1 式 27,760

旅費 国内交通費 ①○○○○ 鉄道運賃（京都～大阪）往復 1,600 1 名 1 式 1,600

旅費 国内交通費 ②○○○○ リムジンバス運賃（関空～京都）往復 5,660 1 名 1 式 5,660

旅費 国内交通費 ③○○○○ リムジンバス運賃（関空～京都）往復 5,660 1 名 1 式 5,660

旅費 国内交通費 ③○○○○ 鉄道運賃（京都～奈良）往復 1,900 1 名 1 式 1,900

旅費 国内交通費 ④○○○○ 鉄道運賃（関空～京都）往復 5,660 1 名 1 式 5,660

旅費 国内交通費 ④○○○○ レンタサイクル（市内回遊） 2,000 1 名 1 式 2,000

会場費・創作活動費・文芸費 創作活動費 ①○○○○ 創作活動費 150,000 1 名 1 式 150,000

会場費・創作活動費・文芸費 創作活動費 ②○○○○ 創作活動費 150,000 1 名 1 式 150,000

会場費・創作活動費・文芸費 創作活動費 ③○○○○ 創作活動費 150,000 1 名 1 式 150,000

会場費・創作活動費・文芸費 創作活動費 ④○○○○ 創作活動費 150,000 1 名 1 式 150,000

旅費 国内交通費 日本人芸術家○○○○ 鉄道運賃（大阪～京都）往復 1,600 1 名 1 式 1,600

旅費 国内交通費 日本人芸術家○○○○ 鉄道運賃（静岡～京都）往復 20,920 1 名 1 式 20,920

会場費・創作活動費・文芸費 創作活動費 日本人芸術家○○○○ 創作活動費 150,000 1 名 1 式 150,000

会場費・創作活動費・文芸費 創作活動費 日本人芸術家○○○○ 創作活動費 150,000 1 名 1 式 150,000

会場費・創作活動費・文芸費 文芸費 ○○○○ 運営スタッフ費用（ディレクター） 1,000,000 1 名 1 式 1,000,000

会場費・創作活動費・文芸費 文芸費 ○○○○ 運営スタッフ費用（マネージャー） 800,000 1 名 1 式 800,000

会場費・創作活動費・文芸費 文芸費 ○○○○ 運営スタッフ費用（コーティネーター） 500,000 1 名 1 式 500,000

謝金・宣伝費・印刷費等 文芸費 ○○○○ 運営スタッフ費用（コーティネーター） 500,000 1 名 1 式 500,000

謝金・宣伝費・印刷費等 文芸費 ○○○○ 運営スタッフ費用（コーティネーター） 500,000 1 名 1 式 500,000

諸経費 諸経費 ○○○○ 活動報告会等記録撮影費 40,000 1 式 40,000

諸経費 その他 ○○○○商店 歓迎会飲食費 25,000 1 式 25,000 ○

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

支出合計

4,603,420

No.

1

2

3

4

補助対象経費計

4,578,420

うち課税対象外経費

260,000

5

6
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必須プログラム（i）
海外のＡＩＲ実施団体と交換プログラムを実施，計画進行中もしくは計画を構想している国内のＡＩＲ実施団体が，

外国人芸術家を招へいし，国内芸術家等との交流を通した滞在型の創作活動を支援するＡＩＲプログラム



【 内訳書 】 文化庁

補助対象外経費計

0

消費税等仕入控除税額

110,221

（支出の部） 200000 （単位：円）

区分 細目 支出先 内　　訳 （単価） × （数量） （単位） × （数量） （単位） ＝ (金額)
補助

対象外
課税

対象外

旅費 国際航空賃 ○○○○
インターン招へい航空運賃（デリー～京都）往
復

120,000.00 1.00 名 1.00 式 120,000 ○

旅費 国内交通費 ○○○○
インターン招へいリムジンバス（関空～京都）
往復

5,660.00 1.00 名 1.00 式 5,660

旅費 国内交通費 ○○○○ インターン招へい航空運賃（札幌～京都）往復 53,200.00 1.00 名 1.00 式 53,200

旅費 国内交通費 ○○○○ インターン招へい鉄道運賃（広島～京都）往復 23,300.00 1.00 名 1.00 式 23,300

会場費・創作活動費・文芸費 創作活動費 ○○○○，○○○○，○○○○ インターン調査活動費用 3,000.00 3.00 名 80.00 日 720,000

旅費 国内交通費 ○○○○，○○○○，○○○○，○○○○ インターン調査鉄道運賃（京都～東京）往復 28,900.00 4.00 名 1.00 式 115,600

旅費 滞在費 ○○○○，○○○○，○○○○，○○○○ リサーチ先宿泊費（東京） 8,000.00 4.00 名 2.00 泊 64,000

旅費 国内交通費 ○○○○ インターン調査鉄道運賃（京都～山口）往復 29,600.00 1.00 名 1.00 式 29,600

旅費 滞在費 ○○○○ リサーチ先宿泊費（山口） 8,000.00 1.00 名 1.00 泊 8,000

旅費 国内交通費 ○○○○
インターン調査航空，鉄道運賃（京都～新潟）
往復

32,000.00 1.00 名 1.00 式 32,000

旅費 滞在費 ○○○○ リサーチ先宿泊費（新潟） 8,000.00 1.00 名 1.00 式 8,000

旅費 国内交通費 ○○○○ インターン調査鉄道運賃（京都～名古屋）往復 12,020.00 1.00 名 1.00 式 12,020

旅費 国際航空賃 ○○○○
AIRミーティング出席者航空運賃（関空～インド
ネシア）往復

80,000.00 1.00 名 1.00 式 80,000 ○

旅費 国内交通費 ○○○○
AIRミーティング出席者鉄道運賃（京都～名古
屋）往復

12,160.00 1.00 名 1.00 式 12,160

旅費 国内交通費 ○○○○
AIRミーティング出席者航空，鉄道運賃（京都
～新潟）往復

31,500.00 1.00 名 1.00 式 31,500

謝金・宣伝費・印刷費等 謝金 ○○○○，○○○○，○○○○ AIRミーティング出席者講師謝金 20,000.00 3.00 名 1.00 式 60,000

諸経費 諸経費 ○○○○リース オンライン配信機材レンタル 30,000.00 1.00 式 30,000

謝金・宣伝費・印刷費等 謝金 ○○○○ プログラム関連翻訳謝金 3,700.00 2.00 時間 7,400

0
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0
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0

0
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0
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0

0

0

0
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0
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0

0

0

0

補助対象経費計 支出合計

1,412,440 1,412,440

うち課税対象外経費

200,000

No.

1

2

3
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国内外のAIR実施団体，アート関連団体，文化施設，教育機関，国内の自治体，企業と連携してAIR活動の運営に携わる専門人材の育成，
運営ノウハウ等の情報共有機会を提供し，小規模なAIR事業等の支援をはじめとしたAIR活動の連携促進を図るプログラム

必須プログラム（ii）



【 内訳書 】 文化庁

補助対象外経費計

0

消費税等仕入控除税額

32,351

（支出の部） 250000 （単位：円）

区分 細目 支出先 内　　訳 （単価） × （数量） （単位） × （数量） （単位） ＝ (金額)
補助

対象外
課税

対象外

旅費 国際航空賃 ○○○○ 航空運賃（オーストリア～京都）往復 250,000 1 名 1 名 250,000 ○

旅費 国内交通費 ○○○○ リムジンバス運賃（関空～京都）往復 5,660 1 名 1 名 5,660

旅費 国内交通費 ○○○○ 鉄道運賃（京都～東京）往復 27,760 1 名 1 名 27,760

旅費 国内交通費 ○○○○ 鉄道運賃（京都～山口）往復 29,680 1 名 1 名 29,680

旅費 国内交通費 ○○○○ 鉄道，バス，航空運賃（京都～大分）往復 50,640 1 名 1 名 50,640

旅費 国内交通費 ○○○○ 鉄道，バス，航空運賃（京都～北海道）往復 52,130 1 名 1 名 52,130

会場費・創作活動費・文芸費 創作活動費 ○○○○ リサーチ活動費 150,000 1 式 1 式 150,000

旅費 滞在費 ○○○○ リサーチ先宿泊費（東京） 8,000 1 名 1 名 8,000

旅費 滞在費 ○○○○ リサーチ先宿泊費（山口） 8,000 1 名 1 名 8,000

旅費 滞在費 ○○○○ リサーチ先宿泊費（大分） 8,000 1 名 1 名 8,000

旅費 滞在費 ○○○○ リサーチ先宿泊費（北海道） 8,000 1 名 2 泊 16,000

0
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0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
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任意プログラム （ア）
　外国人研究者・学芸員を招へいし，滞在中に国内の芸術家等と交流する機会を提供

　　することにより，我が国の文化芸術についての研究，調査活動を支援するプログラム

補助対象経費計 支出合計

605,870 605,870

うち課税対象外経費

250,000

3

4

5

6

7

8

No.

1

2
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9

10
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21

22
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45
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48
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50



【 内訳書 】 文化庁

補助対象外経費計

0

消費税等仕入控除税額

1,029

（支出の部） 430000 （単位：円）

区分 細目 支出先 内　　訳 （単価） × （数量） （単位） × （数量） （単位） ＝ (金額)
補助

対象外
課税

対象外

旅費 国際航空賃 ○○○○ 航空運賃（シドニー～京都）往復 180,000 1 名 1 式 180,000 ○

旅費 国内交通費 ○○○○ リムジンバス運賃（関空～京都）往復 5,660 1 名 1 式 5,660

旅費 国際航空賃 ○○○○ 航空運賃（アムステルダム～京都）往復 250,000 1 名 1 式 250,000 ○

旅費 国内交通費 ○○○○ リムジンバス運賃（関空～京都）往復 5,660 1 名 1 式 5,660

0
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0

0
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0
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0

No.

補助対象経費計 支出合計

441,320 441,320

うち課税対象外経費

430,000
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任意プログラム （イ）
海外のＡＩＲ実施団体との交換プログラム活動を相手国において実施するための支援プログラム



【 内訳書 】 文化庁

補助対象外経費計

0

消費税等仕入控除税額

35,383

（支出の部） 340000 （単位：円）

区分 細目 支出先 内　　訳 （単価） × （数量） （単位） × （数量） （単位） ＝ (金額)
補助

対象外
課税

対象外

旅費 国際航空賃 ○○○○
○○○○交流事業ゲスト発表者航空運賃（シ
ドニー～関空）往復

120,000 1 名 1 式 120,000 ○

旅費 国内交通費 ○○○○
○○○○交流事業ゲスト発表者ムジンバス
（関空～京都）往復

5,660 1 名 1 式 5,660

旅費 国内交通費 ○○○○
○○○○交流事業ゲスト発表者鉄道運賃（東
京～京都）往復

28,600 1 名 1 式 28,600

旅費 国内交通費 ○○○○
○○○○交流事業ゲスト発表者航空，バス，
鉄道運賃（長崎～京都）往復

66,500 1 名 1 式 66,500

旅費 滞在費 ○○○○，○○○○，○○○○ ○○○○交流事業ゲスト宿泊料（京都） 8,000 3 名 2 泊 48,000

謝金・宣伝費・印刷費等 謝金 ○○○○ ○○○○交流事業講師謝金 8,000 1 名 8,000

謝金・宣伝費・印刷費等 謝金 ○○○○ ○○○○交流事業参加謝金 5,000 2 名 10,000

旅費 国際航空賃 ○○○○
成果報告会ゲスト発表者航空運賃（スペイン
～関空）往復

220,000 1 名 1 式 220,000 ○

旅費 国内交通費 ○○○○
成果報告会ゲスト発表者リムジンバス運賃
（東京～京都）往復

5,660 1 名 1 式 5,660

旅費 国内交通費 ○○○○
成果報告会ゲスト発表者鉄道運賃（東京～京
都）

26,300 1 名 1 式 26,300

旅費 滞在費 ○○○○，○○○○ 成果報告会ゲスト宿泊料（京都） 8,000 2 名 2 泊 32,000

謝金・宣伝費・印刷費等 謝金 ○○○○ 成果発表会講師謝金 8,000 1 名 8,000

謝金・宣伝費・印刷費等 謝金 ○○○○ 成果発表会参加謝金 5,000 1 名 5,000

諸経費 諸経費 ○○○リース オンライン配信機材レンタル 30,000 1 式 2 回 60,000

謝金・宣伝費・印刷費等 謝金 ○○○○ プログラム関連翻訳謝金 3,700 15 枚 55,500

謝金・宣伝費・印刷費等 印刷費 ○○印刷 チラシ印刷 30,000 1 式 30,000

0
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No.

補助対象経費計 支出合計

729,220 729,220

うち課税対象外経費

340,000
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任意プログラム （ウ）
国内外芸術家，研究者・学芸員が広く一般の方を対象として実施する滞在制作作品発表（小規模な展示会や演奏会），

講演会，セミナー，ワークショップ，シンポジウム，制作過程の公開等のプログラム



【 内訳書 】 文化庁

補助対象外経費計

0

消費税等仕入控除税額

0

（支出の部） 0 （単位：円）

区分 細目 支出先 内　　訳 （単価） × （数量） （単位） × （数量） （単位） ＝ (金額)
補助

対象外
課税

対象外

0

0

0
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0

0

0

0
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0
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0
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0

0
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0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

No.

補助対象経費計 支出合計

0 0

うち課税対象外経費

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

拠点的事業支援を受ける団体は補助対象外のため提出不要
国内外のＡＩＲ実施団体，アート関連団体，文化施設，教育機関，国内の自治体，企業と 連携して実施する
ＡＩＲ活動の運営に携わる専門人材の育成，運営ノウハウ等の情報共有機会の提供に関するプログラム
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【３．応募団体の概要等】

（１）　団体概要

（２）　組織図

コーディネーター ○○　○○ 常勤

監査責任者

職名 氏名 勤務形態（任期）

政策課長 △△　△△ 常勤

コーディネーター ○○　○○ 非常勤

会計責任者

職名 氏名 勤務形態（任期）

会計室長 □□　□□ 常勤

プログラム・プ
ロジェクトディ
レクター／
コーディネー
ターなど

職名（担当） 氏名 勤務形態（任期）

ディレクター ○○　○○ 常勤

コーディネーター ○○　○○ 常勤

所在地

〒605-8505　 団体設立年月

京都市東山区東大路通松原上る三丁目毘沙門町43-3 1968年 ６月

団体の名称

（ふりがな）

代表者

(役職)　長官

文化庁

(ふりがな)みやた　りょうへい

(氏名)宮田　亮平

【運営施設】 ○○○○

【施設所有者】 【AIR事業】

【施設管理者】

文化庁

・芸術文化事業

（地域芸術祭等の受託）

（管理委託）

業務委託

プログラムディレクター

○○ ○○

コーディネーター コーディネーター

○○ ○○ ○○ ○○

コーディネーター

○○ ○○

【連携団体】

○○市

○○美術大学

【会計】

□□ □□

【監査】

△△ △△
【外部業務委託】

プログラムディレクター

○○ ○○

コーディネーター

○○ ○○
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（３）　体制変遷

2021 2020 2019 2018 2017

5 5 4 4 4

1 1 2 1 1

2 2 2 2 0

（４）　財務等状況 （千円）

事業収入 19000 事業費 115000

補助金 11000
事業費
（うちAIR関係
費）

13000

補助金
（うち本補助
金）

6000 管理費 20000

助成金 2000 人件費 75000

その他 190000

合計 222000 合計 203000

前年度比 104% 前年度比 101%

事業収入 20000 事業費 120000

補助金 12000
事業費
（うちAIR関係
費）

13500

補助金
（うち本補助
金）

7000 管理費 20000

助成金 2000 人件費 68000

その他 180000

合計 214000 合計 201500

前年度比 91% 前年度比 98%

事業収入 21000 事業費 125000

補助金 13000
事業費
（うちAIR関係
費）

13000

補助金
（うち本補助
金）

7000 管理費 20000

助成金 2000 人件費 68000

その他 200000

合計 236000 合計 206000

前年度比 - 前年度比 -

2017

収入 支出

年度

非常勤

業務委託

常勤

2019

収入 支出

2018

収入 支出
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（５）　団体運営，事業運営面の工夫

地方公共団
体，地元企
業，文化団体
等との連携協
力の状況

教育機関（大
学，小中高）と
の連携協力
の状況

地域住民，ボ
ランティアなど
との協働の取
り組みの状況

事業運営面での工夫

団体運営面での工夫（地方公共団体や民間団体等の外部資金の確保など）


